
最も有名な「母の家」は、スイスのレマン湖沿いにあるコルビュジエの「小さな 家」でしょう。

このわずか60㎡の湖畔の家は、息子である大建築家、コルビュジエの手がけたどの建物よりも小さいかもしれません。

また、建築家が建築家であるために必要と考えられていた「コンセプト」や「作家性」も、

コルビュジエの他の建築作品に比べると目立っていません。

しかし、とても建築家・コルビュジエらしいと、私は思うのです。

きっと、コルビュジエは、母の前だけでは一人の優しい息子だったのだと思います。

建築家が建築に素直に向き合うことができるのが「母の家」なのかもしれません。

お父さんお母さんなど、家族は誰でも構いません。

お掃除や、料理や、仕事や、勉強など、住む人のことを良く考えて、だれか一人だけのための家を設計して下さい。

敷地や周辺環境も各自で設定してください。

第  ５  回     高  校  生  対  象  建  築  デ  ザ  イ  ン  コ  ン  ペ

母母　の　家

　

1973年　 静岡県生まれ
1997年　 芝浦工業大学大学院建設工学専攻総代修了(三井所清典研究室)

1997-2000年　 隈研吾建築都市設計事務所
2001-2002年　 文化庁芸術家海外派遣研修員制度を受け

                 ホセ・アントニオ ＆ エリアス・トレス　アーキテクツ（バルセロナ）に所属
2003年　 磯崎新アトリエ

2004年　 原田麻魚と共に「MOUNT FUJI ARCHITECTS STUDIO」設立
2005年-2006年　 慶應義塾大学　COE特別講師

2007年　 芝浦工業大学　工学部建築学科　非常勤講師
2007年　 慶應義塾大学　理工学部システムデザイン工学科　非常勤講師

2008年-　 芝浦工業大学　工学部建築学科　准教授
2014年-　 東京大学　工学部建築学科　非常勤講師

　

1976年　 神奈川県生まれ
1999年　 芝浦工業大学建築学科卒業

2000年-2003年　 建築都市ワークショップ所属
2004年　 原田真宏と共に「MOUNT FUJI ARCHITECTS STUDIO」設立

2013年　 東北大学 工学部建築・社会環境工学科　非常勤講師

北　海　道　科　学　大　学　建　築　学　科　主　催

課題

審審 査 員　
マウント フジ アーキテクツ スタジオ

原田　真宏/Masahiro  Harada

原田　麻魚/Mao  Harada



■■設計条件
この家に暮らす人が何人で、どんな人であるか、この家がどんな場所に建って、そのまわりがどんなになっているのか、家の形、
つくる材料、階数、大きさ、間取りなどの条件は、設定していません。今回の課題にぴったりと思う条件を応募者の皆さんが、自
由に設定してください。
■提出するもの
・自分の構想案を解りやすく効果的に表現するために適当と思う図（家の外観や内観のスケッチ、配置図、平面図、断面図透視図
　 など建築図面、模型写真、説明図など、何でも良いです）や文章（短く簡潔に）をＡ１判用紙１枚（841mm×594mmの厚紙 縦
　 書き）に自由にレイアウトして提出してください。
・図の作成方法は、手書き、コピー、CADなど自由です。
■応募要項、
・応募資格：普通高校、工業高校、商業高校など高校に在籍している生徒　 　　　　　　　　　 　　　　　　とします。応募は個
　 人とし、グループの応募は不可とします。
・提出期限：2014年8月31日
・提出はすべて郵送とし、当日消印有効
・提出先：〒006-8585　札幌市手稲区前田7条15丁目4-1　北海道科学大学工学部建築学科　建築デザインコンペ委員会
・応募者の氏名、学校名（科名）、学年、応募者の在籍する学校の郵便番号、住所、電話番号、FAX番号を記入したＡ４サイズの
　 用紙を封筒に入れ、図面と一緒に梱包の上、送付してください。また、提出するＡ１判の裏面に学校名、氏名を明記してください。

■審査委員
　原田真宏、原田麻魚（マウント　フジ　アーキテクツ　スタジオ主宰）

■審査・表彰
・提出された応募作品をもとに，審査委員が審査を行います。
・上位入賞者は表彰式に招待します。
・表彰式は審査委員の講演会が実施される、2014年10月下旬頃に開催します。
・表彰式では、上位入賞者の表彰とともに審査委員から作品の講評を行います。

■入賞及び賞
・最優秀賞：1点（表彰状、図書券5万円の授与、表彰式への招待）
・2等賞：1点（表彰状、図書券3万円の授与、表彰式への招待）
・3等賞：2点（表彰状、図書券2万円の授与、表彰式への招待）
・佳　作：10点（表彰状の授与）

■結果の公表
審査結果は，応募者が所属する高等学校へ通知するほか，北海道科学大学のホームページ，北海道科学大学建築学科アニュアルブック
（機関誌）に掲載いたします。
　 北海道科学大学ホームページ：http://www.hus.ac.jp/

■図面の返却
・応募された図面は返却いたしません。応募された作品の版権については，北海道科学大学工学部建築学科に帰属するものとします。
あらかじめコピー等をとっておいてください。

■問合せ
北海道科学大学工学部建築学科　建築デザインコンペ委員会：谷口、福田
住所：〒006-8585　札幌市手稲区前田7条15丁目4-1　北海道科学大学工学部建築学科
E-Mail:natanig@hus.ac.jpまたはnanafuku@hus.ac.jp
Tel:011-688-2252または011-688-2294

普通高校、工業高校、商業高校、工業高等専門学校（３年生以下）など高校に在籍している生徒

提出期限：2014年8月31日
提出はすべて郵送とし、当日消印有効
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